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幻の石鎚化石湖

西日本の最高峰、石鎚山。古くから修験道の山として知られ、空海もここで修行したと言われ

ています。

この石鎚山のある場所には、かつてはなんと湖がありました。「石鎚化石湖」と呼ばれるこの湖は、

今から２０００万年前に海水面に近い標

高の場所で発生し、その後１５００万年

前の火山活動により、今の標高まで押し

上げられました。

２０００万年前は、日本列島が大陸か

ら切り離され始め、日本海が発生し始め

た時期であり、１５００万年前は四国全

体が大きく隆起した時期にあたります。

おそらく、石鎚化石湖は２０００万年前

の地殻変動の時にできた地表のしわ
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に溜

まった湖であり、その後の四国の隆起に

伴う火山活動でできた石鎚山の火山岩の

下に埋まっていったのでしょう。

このように石鎚山は、人類の歴史だけ

ではなく地球の歴史も今に伝える場所な

のです。

佐川地質館の石鎚化石湖の展示

展示解説：6月25日　（土）　１２：００～・１５：００～　「海に帰った生き物たち」

地質館だより
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牧
野
富
太
郎
①
生せ

い

か家
に
つ
い
て

今
年
は
牧
野
富
太
郎
生
誕
160
年
を
祝
う
様
々
な

行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
し
、
来
春
か
ら
は
じ
ま
る

朝
ド
ラ
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
に
も
決
ま
り
、
早
く

も
富
太
郎
ブ
ー
ム
が
来
て
お
り
ま
す
の
で
、
し
ば

ら
く
富
太
郎
に
関
係
す
る
事
を
少
し
ず
つ
紹
介
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
生
家
に
つ
い
て

で
す
。

富
太
郎
は
、
西
町
で
造
り
酒
屋
を
営
む
「
岸
屋
」

に
生
ま
れ
ま
す
。
実
は
、
富
太
郎
が
生
ま
れ
た
頃

の
岸
屋
は
複
数
あ
る
の
で
す
が
、
ま
ず
は
、
岸
屋

全
体
の
先
祖
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
「
先せ
ん
ぞ
が
き

祖
書
指さ
し
だ
し出

」
と
い

う
、
佐
川
の
商
家
が
自
分
た
ち
の
家
の
先
祖
や
経

歴
を
ま
と
め
て
役
場
に
差
し
出
し
た
記
録
に
よ
る

と
、
岸
屋
一
族
の
先
祖
は
、
紀
州
南
加
郡
岸
（
現

在
の
和
歌
山
県
紀
の
川
市
／
旧
那
賀
郡
貴き

し志
周

辺
）
に
元
々
は
居
た
そ
う
で
、
「
鈴
木
」
と
い
う

苗
字
を
名
乗
る
武
士
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
戦
国

末
か
ら
江
戸
時
代
の
初
め
頃
に
、
佐
川
へ
移
住
し

て
き
て
、
町
人
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、「
岸

屋
」
と
い
う
屋
号
は
、
先
祖
の
出
身
地
に
因ち
な

ん
で

付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
「
佐
川
産
物
往
来
」
と
い
う
、
江
戸
時

代
の
佐
川
領
（
深
尾
領
）
の
名
産
品
を
各
地
区
ご

と
に
列
挙
し
た
手
習
い
の
本
に
は
、
「
岸
屋
の
菊

の
露
」
と
出
て
き
て
い
て
、
岸
屋
が
造
っ
て
い
た

酒
の
名
前
が
「
菊
の
露
」
だ
と
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
岸
屋
の
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
の

２
つ
の
資
料
だ
け
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
町
人

の
中
で
も
領
主
へ
の
御お

め

み

え

目
見
得
（
謁え
っ
け
ん見

）
が
許
さ

れ
る
身
分
と
な
り
、
町
役
を
つ
と
め
る
旧
家
の
ひ

と
つ
に
成
長
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
、
岸
屋
は
い
く
つ
か
の

分
家
に
分
か
れ
て
ゆ
き
、
富
太
郎
の
生
家
は
、
岸

屋
本
家
３
代
目
の
子
が
分
家
し
た
家
の
さ
ら
に
分

家
と
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
岸
屋
を
名
乗
る
の

は
分
家
し
た
親
族
だ
け
で
は
な
く
、
商
売
と
し
て

の
れ
ん
分
け
し
た
店
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

「
慶
応
三
年
佐
川
郭か
く
な
い内

図
」
と
い
う
幕
末
の
絵

図
に
は
、
御
土
居
か
ら
広
が
る
城
下
町
が
描
か
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
岸
屋
は
７
軒
出
て
き
ま

す
。
こ
の
う
ち
２
軒
は
富
太
郎
の
生
家
で
、
別
の

２
軒
は
同
じ
岸
屋
辰
五
郎
の
名
前
で
出
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
絵
図
か
ら
岸
屋
を
名
乗

る
家
が
５
家
あ
っ
た
事
が
わ
か
り
ま
す
。

（
青
山
文
庫　

藤
田
有
紀
）

〈
展
示
案
内
〉

〇­

牧
野
富
太
郎
生
誕
160
年
記
念
特
別
展
「
牧
野
富

太
郎
と
佐
川
（
前
期
）
」

〇
小
展
示
「
志
士
た
ち
の
遺
墨
」

〇
学
制
150
年
記
念
小
展
示
「
佐
川
の
学
校
」

　

６
月
11
日
（
土
）
～
９
月
４
日
（
日
）

〈
お
知
ら
せ
〉

展
示
替
作
業
の
た
め
６
月
７
日
（
火
）
か
ら
10
日

（
金
）
は
臨
時
休
館
し
ま
す

青
山
文
庫
だ
よ
り

月・火・水は高知市前里店で
施術を行っています♪

【さかわ】を見た！と言ってくれた方♪ 初 見 料 ￥3300.が￥1500.になります♪
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